
第1回 オヒョウの持続可能な利用方策検討会 

 
日 時：平成2６年１月２１日（火） 14:00～15:３0 

場 所：道庁本庁舎7階水産林務部1号会議室  

 

 

議    事 

  

１ 開会 

   挨 拶 

 

２ 議題 

（１）会長の選出について 

（２）利用方策検討会の設置経緯について 

（３）二風谷アットゥシ及びオヒョウに関する現状等について 

  ・アイヌ文化における自然素材の利活用の概要 

  ・伝統的工芸品「二風谷アットゥシ」の指定の経緯及び現状・課題 

  ・オヒョウの樹種特性、造成方法 

  ・オヒョウの分布 

・オヒョウの径級分布予測 

  ・国有林におけるオヒョウ樹皮採取について 

（４）オヒョウの持続可能な利用方策について 

・利用方策検討会の進め方 

・「利用方策」の骨子について 

・今後のスケジュールについて 

（５）その他 

 

 ３ 閉会 
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資料４－１

伝統的工芸品産業の振興に関する法律に基づく伝統的工芸品の指定等について

Ｈ２６．１．２１
経済部産業振興課

１ 伝統的工芸品産業の振興に関する法律（伝産法）の概要

（１）目 的 伝統的工芸品産業の振興により、国民生活に豊かさと潤いを与えるとともに、
伝統的技術・技法の伝承や地域の経済発展・雇用の創出に寄与すること

（２）指定要件 ①日用品 ②手工業的 ③伝統的な（100年以上）技術・技法
④伝統的に使用された原材料 ⑤一定の地域で産地形成

（３）補 助 振興計画に基づく事業への補助

２ 指定概要
平成２５年３月８日 アイヌ工芸品２品目が本道初の指定 ※４７都道府県 ２１５品目

（平成２４年１２月６日付け指定申出） (平成25年12月26日現在：218品目)

（１）申 出 者 二風谷民芸組合（昭和39年12月設立） 事業者数１４

（２）工 芸 品 二風谷アットゥシ（用途：着尺,着物,手甲,脚絆,帯地,小物類,壁掛け等）

沙流川流域に古くから伝わるオヒョウ等の樹皮の内皮から作った糸を用い機
織りされた反物。
水に強いことや通気性に優れていること、天然繊維としては類稀な強靱さと
独特の風合いが特徴で、アットゥシの製品は、伝統的衣装のほか、帯地、バ
ッグ、財布など多彩。

二風谷イタ（用途：盆、茶托）

沙流川流域に古くから伝わる木製の浅く平たいお盆。
モノウレカ（うずまき・形を模したもの）などのアイヌ文様、ラムラムノカ
（ウロコ・形を模したもの）と呼ばれるウロコ彫りが特徴。

（３）製造地域 平取町二風谷

（４）申出理由 後継者不足、原材料の不足、商品開発の遅れ等を解決すべく、伝統的な技術・
技法を保ちつつ、人材育成、ブランド化、商品開発などを行い、伝統工芸に係る
産業の振興を図る。

（５）指定効果 工芸品の認知度を高め、従事している人々の誇りと自信を喚起し、販路拡大や
販売促進に大きく貢献する。

（６）振興事業 後継者育成、技術と品質の保持・向上、原材料確保、品質表示・消費者への適
正な情報提供、需要開拓、地域の環境づくり

（７）出荷額(H23) 二風谷アットゥシ 500万円（昭和４０年代の最盛期 1,500万円程度）
二風谷イタ 600万円（昭和４０年代の最盛期 850万円程度）



３ 振興計画認定・補助金採択状況等
○７月 ５日 「振興計画」認定（６月１４日付け認定申請）
○９月 ２日 「伝統的工芸品産業支援補助金」採択決定（７月８日付け事業計画書提出）
○10月２８日 「伝統的工芸品産業支援補助金」交付決定（１０月１５日付け交付申請）

（１）振興計画
①実施期間 平成２５年９月１日～平成３０年８月３１日（５カ年）
②事業内容 ○後継者確保・育成 ○技術・技法の継承・改善 ○原材料の確保・研究

○需要開拓 ○作業環境改善 ○原材料共同購入、共同販売
○品質表示・福利厚生・組合表彰 等

（２）平成２５年度事業計画（主なもの）
①若年者等後継者育成事業
・優れた人材育成に取り組む沖縄県等の先進地視察等

②技術・技法の記録収集・保存事業
・原料調達から商品化までの制作記録等の作成、データベースの構築

③需要開拓事業
・首都圏、ハワイなどでの展示会への参加
・二風谷への誘客ツアーの実施、カタログ等の作成

④意匠開発事業
・工芸品や雑貨等を扱うｾﾚｸﾄｼｮｯﾌﾟを対象としたアンケート調査
・インターネットを活用したニーズ調査の実施

４ 道のＰＲ支援
別紙のとおり
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林分単位でのオヒョウの径級分布予測 

道総研林業試験場森林資源部経営グループ主査 大野泰之 
 

１ 林分単位でのオヒョウの径級分布予測 

 
《シミュレーション》 
 ・オヒョウの密度 400本/haのモニ

タリングプロットの林分の将来を

予測 
 ・固定成長量調査地などのデータを元

にオヒョウの成長を予測 
・天然更新木の侵入は考慮しない 

  
※オヒョウは、本道では河川中上流部の河畔

から斜面上部に広く生育する樹種で、その

資源量は道有林内だけでも推計で約 170万
m3あるが、効率的な利用を図るためには、

高密度で作業条件の良い林分単位での施業

方法の確立が求められる 
 
 
 
２ 持続可能な利用に向けた検討 

（１） 検討の前提条件（案） 
樹皮採取は人力作業となるため、林道脇の作業条件のよい林分（樹種構成等が均一

な森林のまとまり）を設定し、将来にわたって持続的な利用ができることを目指す 

・採取方法：人力（チェーンソー）伐倒－人力搬出－剥皮 
      伝統的な部分的な剥皮についても検討 
・集材距離：100m以内 
・採取面積：１～２ha程度 
・伐採量 ：50 本/年 ←固定 

・対象径級：20cm-40cm 大径木や小径木は、次世代の更新などを考慮し伐採しない 
・回帰年 ：20年～40年（次に同じ採取地区で採取するまでの間隔） 

（２） 持続可能な伐採方法 
数パターンの伐採量・回帰年を想定、オヒョウの径級分布を予測し、持続可能性を

検討 
 
 
 

胸高直径(cm) 
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【持続可能な利用のイメージ 回帰年 20年の場合】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
     オヒョウ樹皮採取地区 
 
  ○採取区域内の採取可能年数は 
   オヒョウの生息状況により異なる 
  ○天然更新の状況をモニタリングして 

   更新補助手段、回帰年の見直し 

など検討 

 

 

オヒョウ樹皮採取地区（例） 

H26採取区 H27採取区 H28採取区 

国有林 
 
 
 

道有林 
 
 
 

H26-28
H46-48 

H29-31

採取区設定の考え方（例） 

○選定手順 

・オヒョウ分布マップから生育地を推定 

・現地調査を実施し、採取区域設定 

○選定基準 

・オヒョウ生育密度 ○×本/ha（DBH20cm以上） 

・林道等から100m以内 

・標高○○○～○○○m 

○設置箇所数等 

・３～５採取区（各管理区10採取区程度を設置） 

・平取町から約200Km圏内（3時間以内） 









     オヒョウの持続可能な利用方策の骨子（案）について 
１ 趣旨 

「伝統的工芸品産業の振興に関する法律」の指定を受けた「二

風谷アットゥシ」の原材料であるオヒョウ樹皮は、沙流川流域の資

源が少なく入手が困難となりつつある。 

「二風谷アットゥシ」製造の基盤となる原材料の安定確保に資

するため、オヒョウ資源の持続可能な利用方策を作成し、国・道有

林から将来にわたって確保できるよう連携体制の確立を図る。 

 

２ アイヌ文化とオヒョウ          

（１）アイヌ文化と植物 

・アイヌ文化における植物の利用 

・伝統的なオヒョウ樹皮採取方法 

（２）二風谷アットゥシの概要 

  ・伝統的工芸品指定の経緯 

・工芸品の特徴 

  ・伝統的な技術・技法、主な工芸品 

  ・アットゥシ製造の現状と課題 

 

３ オヒョウの樹種特性とその分布    

（１）樹種特性（形態、性質、立地、生活史など） 

（２）資源の分布（全道、標高など）      

 

４ オヒョウの持続可能な採取方法 

（１）オヒョウ樹皮の利用量 

・アットゥシの製造見込み量 

・年間採取本数、採取木の径級 

（２）オヒョウ採取地区設定の考え方 

・オヒョウ生育密度、傾斜、地利、標高、面積 

・採取地区の増加による採取圧の分散 

（３）伐採方法 

・径級分布予測に基づく成長量の推計 

・選木基準、伐採率、回帰年 

（４）更新方法 

・後継樹の育成、天然更新、植込み、エゾシカ対策など 

 

５ オヒョウの造成技術 

（１）苗木の増殖育成 

（２）群状混植法 

 

６ 二風谷アットゥシ原材料確保に係る連携体制 

（１）オヒョウ採取の手続き（国・道ごとの処理フロー等） 

（２）中・長期的なオヒョウ資源利用の考え方 
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